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★ご協力を感謝します★皆様に飢餓対策ニュースをお届けするために、毎月、ひばり障害者作業所（八尾市）､生活愛（大阪市など）、
　そして関西一円のボランティアの皆様が発送作業のご協力をして下さっています。ありがとうございます！

　昨年暮れのチュニジア青年の失業抗議焼身自殺に
端を発した反政府デモが、ベンアリ大統領の退陣と亡
命に発展し、今年１月になってエジプトでの反政府デ
モを誘発させ、2月11日には30年に及ぶ長期独裁ム
バラク政権をも崩壊させるに至りました。他のアラブ
諸国にも飛び火する様子で予断を許さない状況です。
その根底にあるのが、長期独裁政権での不平等や政
治的な汚職、失業や食料価格の高騰に伴う生活苦な
ど、強権政治に伴う貧困
と抑圧に市民がうめき、そ
こから暴動へと発展した
と言えます。
　ノルウェーの社会学者であるヨハン・ガルトゥング
は、平和には戦争などによる直接的な暴力のない「消
極的な平和」と、飢餓や貧困、差別や抑圧などの構造
的な暴力のない「積極的な平和」があると提唱しまし
た。裏を返せば、飢餓や貧困、差別と抑圧が人々の心
に怒りを鬱積させ、それが爆発すると暴力となって抑
圧者に向かうということです。また、フランスの法学者
であり社会学者であったジャック・エリュールは、本当
に貧しい人々に関心を払い、力ある者の前に彼らを弁

護する者がいないのなら、彼らの絶望が暴力を生むと
語っています。
　世界で飢餓に苦しむ人々は9億人を超えていると報
告されています。飢餓や貧困、差別や抑圧の現実とそ
の原因を知ること、そして、その人々に心を寄せて自
分にできることは何であるのかに取り組むことが、平
和への架け橋の第一歩となることを改めて思わされ
ます。聖書の中にイエス・キリストが空腹の中にあった

５千人を「五つのパンと二
匹の魚」で養われた記事
がありますが、わずかと思
われるあなたの「五つのパ

ンと二匹の魚」を差し出すことから、あなたも「積極
的な平和」に貢献することができます。「私から始め
る、世界が変わる」日本飢餓対策機構（JIFH）の働き
に是非、あなたも加わってください。
「平和をつくる者は幸いです。その人たちは神の子ど
もと呼ばれるから。」

　　　日本国際飢餓対策機構　理事　倉沢正則
（東京基督教大学学長）

あなたも平和の架け橋に

1分間に17人（うち12人が子ども）・1日に2万 5千人・1年間では約1,000万人が、飢えのために生命を失っています。
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日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年にひとりの日本人がインドシナ難民救援に参加し
たことを契機として誕生しました。以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、
人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food for the 
Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 55 の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米
の開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。

　「ハンガーゼロアフリカ」を応援
するため、韓国から４人のフルー
ト奏者グループ「アイネシス」が来
日。チャリティー・フルートコン
サートが、２月５日から13日まで

関西地区の９会場で行われました。
　馴染み深いクラシックの曲に始ま
り、映画のサウンドトラックや讃美
歌など、息の合った素晴らしいハー
モニーに心揺さぶられて、涙を浮か
べる方もおられました。貧困と飢餓
の中にあるアフリカの方々のために
私たちにできることを、と多くの方
がハンガーゼロアフリカに賛同して
下さり、628,904円の募金が集まり
ました。さらにハンガーゼロサポー
ターに50人（64口）の方が応答し
て下さいました。皆さんの愛を心か
ら感謝いたします。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

ハンガー・ゼロ・サポーター大募集中！
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガー・ゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口、協力します。（１口 1,000 円）
□  JIFH会員になり毎月定期的に財的協力をします。
　  毎月（　　）口、協力します。（１口 500 円）
□ 「世界里親会」に協力します。
　  説明書、里親会入会申込書を送ってください。
□  海外派遣スタッフを支援します。
 毎月（　　）円（　　　　　）スタッフ指定
□  海外派遣スタッフを支える会の会員になり、 
 協力します。毎月（　　）口（１口 1,000 円）
□  郵便自動引落の申込書を送って下さい。

氏
フリ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フリ ガ ナ

所：
〒
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

	▼申込日：　 	　年	　月	 	日▼

▪ ハンガー・ゼロ・アフリカ
　チャリティーコンサート日程
韓国の奇蹟の４本指のピアニストの
イ・ヒアさん、JIFH親善大使他出演
よい機会です。ぜひご参加ください。

【大阪】５月 20日㈮
大阪女学院ヘールチャペル（1,100 席）
大阪市中央区玉造２−２６−５４
【愛知】5月 21日㈯
金城学院大学ランドルフ講堂（1,700席）
名古屋市守山区大森二丁目１７２３
【広島】５月 22日㈰
広島市南区民文化センター（554 席）
広島県広島市南区比治山本町16番27号
（広島産業文化センター２階、３階）
【沖縄】５月 26日㈭
うるま市民芸術劇場（821 席）
沖縄県うるま市字仲嶺１７５
【東京】５月 28日㈯　※予定　
武蔵野音楽大学ベートーヴェンホール
（1,085 席）
東京都練馬区羽沢1丁目13− 11723
※お問い合わせは、各事務所まで。
会場へのお問い合わせはご遠慮下さい。

▪ 今年もワークキャンプ開催
　2011 年８月、ボリビア（南米）、フィ
リピン、ウガンダ（アフリカ）で今年
も夏のワークキャンプを行う予定で
す。詳細は愛知事務所まで。

▪ 本 de リンク活用下さい！
〜眠っている古本や CD で国際協力〜

　愛知事務所まで御連絡ください。

　ぜひご利用ください。
　（１月報告）
　　本：581 冊、CD：98 枚
　　　DVD：１枚、ゲームソフト：4 本

FAX・072-920-2155
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Q「農交マルシェ」はどのように

　生まれたのでしょうか

　高校生のときに「世界では飢餓

のために６秒にひとり、子どもが

亡くなっている」という現実を知

り、何かをしなければならないと

思いました。日本は外国から大量

に食料を輸入している一方で、食

品をたくさん捨てている。日本の

大量食料廃棄は飢餓を生み出す原

因の一部だと思います。そんな日

本で暮らしているぼくは知らず知

らず世界のどこかで飢餓を生み出

しているはず。この問題に取り組

むことはぼくの「使命」だと感じ

ました。それで大学で農業を学び

たいと思い日本中の農業を見てき

ましたが、畑の作物が規格外や出

荷調整のために廃棄されている現

状を知り、とても歯痒さを感じて

いました。「これで生きられる人

がたくさんいるのに」。

　しかし、捨てられていく農作物

を飢餓に苦しむ人々のところに届

けるのは現実的には難しい。それ

で思いついたのが、廃棄される作

物を一旦換金して、それをもって

貧困国の現地で食料に変えてもら

おうというアイデア、それが「農

交マルシェ」の始まりでした。

Q「農交マルシェ」の活動内容を

　具体的に？

　週末にメンバー数名が農家にお

手伝いに行き、その対価として廃

棄処分になる農作物を譲り受けま

す。廃棄される農作物は見た目や

形の問題による規格外であった

り、注文がなく余ってしまった野

菜などでどれも食品として何の問

題のないものです。それを週一回

大学前の路上で「無料配布」、そ

の際お客さんにはそのお野菜に見

合う程度のご寄付をお気持ちでお

願いしています。みなさん「こん

なのが捨てられるの？もったいな

い！」と驚かれます。我々は活動

を通して世界の飢餓問題を伝える

とともに日本の廃棄の現状も伝え

ています。そして二者はリンクし

ていることを伝えます。

Qこの活動による募金をケニアの

　コイノニア教育センターの支援

　に充ててくださるのですね

　はい。スラム地区の82名の子

どもたちの教育環境を改善する働

きで、私たちは全校生徒分の給食

を支援させていただきます。私た

ちは月５万円を目標に、９ヶ月で

給食の年間予算の45万円を支援

したいと思っています。

　ぼくたちのメッセージをより多

くの人に知ってもらうため、ま

た、より多くの人を支援するため

にこのような活動を全国の大学に

広げていきたいと願っています。

そのためのネットワークの要とな

るNPO「リフードア」を作りま

した。これからは農作物だけでな

く企業的な食料廃棄に対しても取

り組んで行きたいです。食料廃棄

で飢餓が起こるなら廃棄食料をど

うにかすることで飢餓をなくせる

と思っています。

　給食支援によって、現在110名
の子どもたちが午前10時にソル
ガム（イネ科の穀物・こうりゃ
ん）のおかゆ、昼食にはウガリ
（とうもろこしの粉で作る主食）
と豆の給食を受けることができる
ようになりました。
　さまざまな困難はありました
が、これらの支援によってコミュ
ニティーの人々の生活に大きな変
化をもたらすことができました。
生徒の保護者や村の住人は次のよ
うに話しています。
「この学校は神様からこの村への
贈り物です。子どもたちは学校に
通うために長距離を歩く必要がな
くなり、その分しっかり勉強でき
るようになりました。また近く
なったので、年齢が高すぎて学校
に行きにくいと思っていた子ども

たちも学校にもどってきていま
す」
「水と給食プログラムは、村にと
ても良い影響を与えています。給
食があることで、授業中に家に
戻って食べ物を探し回らなくても
よくなり、子どもたちは勉強に集
中することができるようになりま
した」
「学校ではクリスチャンの教師に
よって、キリスト教精神に基づい
た質の高い教育が行われていま
す。これは私たち両親にとても励
ましになっています」
「学校のカリキュラムに母国語を
含めているのは、すばらしいこと
です。というのは他の学校では母
国語を教えないからです。母国語
を学んで、子どもたちがそれを読
み書きできるようになると、自分

たちの言語を維持しているように
なります」
　あらゆる意味で、この学校はコ
ミュニティー全体に大きな変化を
もたらしてくれました。皆さま

のご支援を心から感謝します。
2011年には、子どもの栄養補給
用ビタミンと食料の提供、また子
どもたち自身が耕作や農業の方法
について学び、トレーニングを受
ける計画をしています。引き続き
ご支援をお願いいたします。
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●ハンガー・ゼロ・サポーターのお申し込みは、専用ウエブサイト http://www.jifh.org/hungerzero/　からもできます

[南スーダン･マブイ村]

水と給食プログラム

子どもたちが学校にもどってきた

もったいない
4 4 4 4 4 4

から生まれた飢餓対策　日本国際飢餓対策機構は、「ライフ・イ
ン・アバンダンス　南スーダン」と協力し
て、ルンベック地区マブイ村において2009
年に学校建設支援、2010年には給食支援を
行っています。子どもたちが勉強できるよう
に、また給食を受けられるように、そして保
護者が栄養知識を身につけて栄養のある物を
子どもたちに食べさせることができるように
と始められたものです。以下現地報告です。
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京都大学正門前での活動は販売ではなく、無料配布として寄付をお願いしている

農交マルシェのウエブサイトはこちら　http://nokomarche.web.fc2.com/

農
交マルシェ
「農交マルシェ」は京都大学農
学部３年生の森雄

ゆうすけ

翼さんが立ち
上げた学生サークル活動。廃棄
農作物を換金して、ケニアの貧
困地区の子どもたちの支援に役
立てています。森さんにたずね
ました。

ケニア・ナイロビの貧困地区の子どもたち

子どもたちの給食の様子



の目を疑いたくなりました。彼ら
はパキスタン軍とタリバン勢力間
の武力衝突から逃げ出した人々で
す。住みなれた家、土地を離れ、
何百キロもの道のりを逃れてき
た人もいます。布や木やプラス
チックなどを寄せ集めたようなテ
ントで生活をする人々。衛生状態
も劣悪です。彼らは国連や海外の
NGO団体による配給によってな
んとか命をつないでいます。下痢
や熱射病を患う人々、精神障害を
引き起こす人々もいます。

子どもの心に届けたい！

　ザヒッド氏は難民キャンプの子
どもたち6,000人に対して、衛生
教育やスポーツを通して心と体の
ケアをしています。家を失い、家
族を失い、海外からの支援にひた
すら頼る生活。そのような環境下

で青年に育っていった人の中に
は、絶望の果てに、タリバン勢力
へ自ら加わる人もいるそうです。
「だから私は、子どもたちに伝え
たいのです。互いに信頼し、助け
合うことの素晴らしさを、また人
として何が大切であるか、何を大
切とすべきかを」とザヒット氏は
熱く語りました。
　洪水発生から半年以上が経つパ
キスタン。地方ではいまだ復興が
進んでいません。その上タリバン
勢力との戦いのために多くの難民
を抱えています。多くの必要があ
ります。しかしパキスタン人のザ
ヒッド氏は、海外からの支援に一
方的に頼るのではなく、パキス

タンの将来を担う
子どもたちのため
にスポーツを通じ
て独自の活動を進
めています。日本
では、パキスタン
におけるこのよう
な人々の現状や困

難さを伝える情報は入ってきませ
ん。しかし現地では確かに多く
の人々が大きな自然災害で被災
し、また戦禍に巻き込まれ、苦し
みの中にあります。

　パキスタンでは、私たちの想像
をはるかに超えるような苦難の中
に生きる人々がある一方で、自国
民のために、自ら進んで犠牲を
払って共に労する人たちがいる事
実を見ました。それは何にもまさ
る希望の光でもありました。私
も、他者を思いやり、他者の必要
のために精一杯応えていきたいと
思います。

（報告：吉田知基）
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　日本国際飢餓対策機構は昨年
12月、支援が特に行き届いてい
なかったパキスタン北部のスワト
峡谷・マンキャルという山岳地域
において、最も必要のある208家
族を対象に、緊急支援として小麦
や米、塩、砂糖、油など(全部で
18品目)を配布しました。その後
の現地の状況を視察してきた吉田
スタッフからの報告です。

　首都イスラマバードから車で北
へ約10時間。今回の緊急支援に
協力頂いたNGO団体の事務所が

あるスワト峡谷を目指しました。
道路は洪水によって破壊されてい
るため山の斜面に急きょ作られた
崖っぷちの道を進んでいきます。
次第に目を疑いたくなるような被
害状況が広がってきました。マ
ンキャルには約700家族が暮らし
ており、彼らは主に農業で生計を
立てていました。昨年の洪水で作
物は流され、約350世帯の家が崩
壊。村に唯一あった学校も破壊さ
れてしまいました。そのため昨年
7月の洪水以降、学校は休校。再
開のめどはたっていません。彼ら
は食料を得るために徒歩で片道5
時間かけて山を降りなければなり
ません。

厳冬を迎える被災者

　現地NGO団体の代表者ザヒッ
ド・ジョンソン氏は「現在、最
も必要なのは食料と毛布です。
2月、3月は本格的な冬に入り、
1m以上の雪が積もります。そう
なると人々は山を降りることが困

難となり、孤立してしまいます。
それまでに何とかして食料と毛布
を届けたいのです」と現在の状況
を説明。そこで、この必要のため
に20万ルピー（約20万円）を支
援しました。
　また彼の活動しているジャロザ
イ国内避難民キャンプも訪問しま
した。パキスタン国内最大級の
キャンプの1つで、約12万7千人
もの人々が生活をしています。見
渡す限りテントが連なる光景は、
あまりのスケールの大きさに自分

洪水の激流が押し寄せた町では大きな建物も大地震の時のように破壊された（スワト峡谷）

　昨年7月パキスタンにおいてモン
スーンの影響による大洪水が発生。被
災者約2,000万人、犠牲者は2,000人
以上と言われています。日本の約2倍
ある国土の20％以上が浸水し、広範
囲にわたって甚大な被害をもたらしま
した。当機構は、支援状況の確認のた
め、１月14日から約１週間にわたり吉
田知基をパキスタンに派遣しました。

パキスタン大洪水・被災者緊急支援 現地視察報告

日本の支援者からの文具を受け取る子と吉田

土石流が中に流れ込み使えなくなった建物

現地NGOを通して行った緊急支援の様子

村で唯一の病院建物も破壊された
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写真㊤５人ならぶ中央にザヒットさんとスタッフたち。写真㊦道端のスペースで商売を再開する人



Q東京の一等地で飲食店をなさっ
ていて、アフリカの人々を支援し
ようと思われたきっかけは？
　私どもの店は世界的にみました
ら多少贅

ぜいたく

沢な食事を提供していま
す。片や食べることもできずに苦
しんでいる人々がいることを知る
ときに、贅沢をしている所が、食

べられない人のために食べ物を提
供することは、しごく当たり前の
ことであり、また責任があると思
いました。
QどのようにしてJIFHをお知り
になりましたか
「ゴンダールの光」(絵本)が欲し
くて、JIFHの事務所に問合わせ
たのがJIFHを知るきっかけにな
りました。私たちの支援を極力ダ
イレクトに伝えてくれる団体を探
している中、JIFHがそれに近い
団体ではないかと思いました。
　街角の募金とは違い、お客さま
から頂いたお金の一部（一人来店
ごとに20円）を支援させていた
だくので、それが有効にどういっ
た形で使われているのかを、具体
的に伝えたいですから。
Qこれからの抱負は？
　我々の働いている飲食業界を、
もっと夢をもてる業界にしていき
たいです。ある調査では大学新卒
の、就職したくないランキングの
トップが飲食業界でした。多く
の人が一生懸命誇りを持って飲食
業をしているのに、若い方に対し

てそのやりがいを伝え切れていな
いことは非常に残念です。これだ
け情報や流通が発展している今
の時代、世界は一つのコミュニ
ティーになるでしょう。食べ物や
着る物が分かち合われるのが当た
り前になってくると思います。
　この業界全体が食を通じて飢え
に苦しむ人々を支援する活動をし
ていけば、社会的にも認められ、
若い人たちにも夢ややりがいを与
えることにつながると思います。
食べ物で潤っているところが食べ
物のないところへ当たり前に支援
していく世界を築いていきたい。
そういうモデルのようなものに黒
澤がなっていけたら良いと思いま
す。

「黒澤さんのサービスっていい
ね。料理もおいしいよ」と言われ
たときに、「私たちはこのような
考え方をしているのでおいしい料
理ができるのですよ、より多くの
気配りができますよ」とお答えし
たいのです。

飢餓対策
NEWS
６ 　偏食が多く、食べものを残すこ

とにためらいのない子どもたちの
様子に、食べ物に感謝し、大切に
する気持ちが芽生えるようになる
方法はないかと考えていた時、私
がかつて勤務していた横浜英和小
学校での取り組みを思い出しまし
た。小学校では「パンと牛乳の
日」を月に１回設け、その日の給
食のおかず代で各クラス１人の子
どもの里親に、また児童会全体で
１人の里親になっています。これ
を参考に2005年に幼稚園に取り
入れて「パンの日」としていまし
たが、地球上の家族と共に生き
る、という願いを込めて昨年度
「アースファミリーデー」と呼び
方を変えました。

思いやりの心が芽生える

　各クラスにはグレースちゃんの
写真を置き、「アースファミリー

デー」にはウガンダから届いた手
紙を紹介したり、返事を書いた
り、彼女の暮らすウガンダの様子
について話しています。
「おなかすいちゃう」という正直
な子どもたちもいます。けれど

も、それがずっとずっと続く子ど
もたちが同じ地球上にはいるの
だ、ということも回数を重ねるう
ちに意識できるようになっていま
す。お芋掘りの時に「これ、グ
レースちゃんに送ってあげられな
いかな」とつぶやく子がいたり、

遊びにきた卒園児が「グレース
ちゃん大きくなったね！」と写真
を見て喜んでいることも。

保護者からの理解も

　この取り組みを始めた時には
「成長期におかずなしで大丈夫な
のですか」「お腹がすいてかわい
そう」という声も保護者の間から
あがりましたが、今ではすっかり
定着し、入園希望者に説明する時
も「すばらしいですね」と言われ
ることも多くなりました。
　園の子どもたちは、“もう１人
のお友だち”のことを、常にどこ
かで意識しながら過ごしていま
す。幼い心にきっと何かが残り、
何かを生み出してくれることを信
じて、これからも毎月「アース
ファミリーデー」を続けていきた
いと思います。
報告：英和幼稚園　相
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里親のよろこび

●子どもたちは里親さんを待っています。お申し込みは大阪事務所  電話072-920-2226まで。

　埼玉県鴻巣市にある鴻巣教会付属英和幼稚園では、月に１回、「アー
スファミリーデー」を設けています。この日の子どもたちの昼食は、
ロールパン２個。ロールパン４個分の代金を保護者から集め、その差額
で2005年からウガンダのグレース・ナガワちゃんの支援を続けて下さっ
ています。以下、主任の相

あいうら

浦先生からの報告です。
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もう一人のお友だちのために

 東京都千代田区永田町、議員会
館の傍にあるレストラン「永田
町　黒澤」は、映画界の巨匠黒澤
明監督のスタッフの黒澤組が手が
けた内装、こだわりの食材を使っ
た料理、接客サービスの良さなど
で知る人ぞ知るお店。「監督が好
きだった料理、雰囲気、人柄など
をお客様にご提供しつつ、私たち
は人を大切にして、より多くの気
配りをする店であることを評価し
て頂きたいのです」（福井圭太支
配人）
　同店は、当機構がアフリカの南
スーダン・マブイ村で行っている
「学校給食プログラム」の支援を
始めてくださいました。そこで福
井支配人にお伺いすることにしま
した。

「人」を大切にするお店だからこそ

「永田町　黒澤」の願い
永田町	黒澤　http://9638.net/nagata/index.html

黒澤さんが応援してくださる南スーダン・マブイ村の子ども
たち。本号２頁にも活動報告があります。お読みください。
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